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十
五
周
年
を
迎
え
た

私
た
ち
の
日
向
市

鍵
所
蘇

　
　
役
広

茄
市
娼懸

鼻
所
人

月51966

私
た
ち
の
日
向
市
は
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
、
富
島
町
と
岩
脇
村
が
合
併
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
本
年
四
月
一
日
で
満
十
五
周
年
を
迎
え
た
の
で
す
。

　
こ
の
間
に
、
美
々
津
町
と
の
合
併
や
新
産
業
都
市
の
指
定
な
ど
も
あ
り
、
こ
ん
に

ち
で
は
各
方
面
に
わ
た
っ
て
躍
進
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
、
こ
ん
回
は
日
向
市
十
五
年
間
の
移
り
変
わ
り
と
、
主
な
で
き
ご
と
に
つ

い
て
簡
単
に
説
明
す
る
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
。

日
向
市
の
誕
生
と
そ
の
後

　
昭
和
二
十
五
年
頃
か
ら
、
町
村
合
併

の
機
運
が
全
国
的
に
高
ま
り
、
当
地
域

も
冨
島
町
、
美
々
津
町
、
岩
脇
村
、
門

川
町
の
間
で
合
併
の
話
し
が
持
ち
あ
が

っ
た
が
、
最
終
的
に
難
行
し
、
結
局
富

島
町
と
岩
脇
村
が
合
併
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
市
名
も
、
富
島
市
か
ら
富
高
市
へ
、

三
回
し
て
日
向
市
と
命
名
さ
れ
て
、
二

発行
編集

十
六
年
四
月
一
日
め
で
た
く
誕

生
し
た
の
で
す
。

　
美
々
津
町
と
合
併

　
三
十
年
一
月
一
日
に
は
美
々

津
町
と
合
併
し
て
、
人
口
三
万

九
千
余
人
、
面
積
百
十
七
平
方

キ
ロ
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
市
役
所
が
移
転

　
一
方
、
市
役
所
も
事
務
量
や

職
員
の
増
加
に
よ
っ
て
狭
く
な

っ
た
の
で
、
三
十
二
年
一
月
に

は
旧
富
島
高
校
々
舎
跡
に
移
転

し
て
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
ま
し
た
。

　
市
役
所
全
焼

　
三
十
八
年
一
月
に
不
慮
の
大

火
で
市
役
所
が
全
焼
し
て
、
市

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
事
務
が
ス
ト

ソ
プ
し
一
時
混
ら
ん
い
た
し
ま

し
た
が
、
仮
庁
舎
塑
旧
市
役
所
附
近
に

建
設
し
て
ど
う
に
か
平
常
の
事
務
に
復

帰
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
の
建
設

　
大
火
後
一
年
目
に
新
庁
舎
の
建
設
が

は
じ
ま
り
、
三
十
九
年
十
二
月
に
は
、

地
上
四
階
、
地
下
一
階
の
近
代
的
な
庁

舎
が
工
費
一
億
八
千
万
円
で
完
成
し
、

新
庁
舎
で
四
十
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。

　
臨
海
工
業
地
建
設
へ
の

　
第
一
歩

　
市
政
施
行
の
昭
和
二
十
六
年
は
、
人

口
、
三
万
六
千
余
人
、
面
積
、
百
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
田
園
都
市
で
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
当
時
は
す
で
に

尾
末
湾
の
埋
立
て
と
干
拓
地
の
か
さ
上

げ
に
よ
る
細
島
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成

計
画
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、
工
業
都
市

建
設
へ
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
て
い
た

の
で
す
。

　
そ
う
し
て
、
翌
二
十
七
年
に
は
、
当

■

「

一

r

’

ρ

　
ち

時
み
田
中
知
事
a
手

で
起
工
さ
れ
、
工
事

に
着
工
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。

広
犬
な
工
事
用

地
と
国
際
港

細
島
臨
海
工
業
地

帯
の
造
成
が
始
ま
っ

て
か
ら
、
十
余
年
後

の
こ
ん
に
ち
で
は
、

百
八
十
一
万
五
干
平

方
諸
の
広
大
な
臨
海

工
業
地
帯
が
で
き
あ

が
っ
た
。
そ
し
て
三

区
に
進
出
し
た
共
和

製
糖
は
三
十
九
年
十

一
月
か
ら
、
二
区
に

進
出
し
た
鉄
惣
社
は

四
十
年
五
月
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
操
業
に
入

り
、
活
気
を
物
語
る

か
の
よ
う
に
煙
が
た

な
び
い
て
い
る
。

　
三
十
九
年
に
開
港

し
た
工
業
港
に
は
一

万
ト
ン
級
の
外
国
貨

物
船
が
続
々
と
入
港

し
て
、
着
実
に
国
際

港
へ
の
道
を
歩
ん
で

お
り
ま
す
。
ま
た
最

近
二
千
ト
ン
岩
壁
の

ニ
バ
ー
ス
の
完
成
と

タ
グ
ボ
ー
ト
も
就
航

し
た
の
で
、
ま
す
ま

す
活
気
づ
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
干
拓
地
の
護
岸
が

北
端
に
残
り
昔
を
思

い
出
さ
せ
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

三
三
は
近
代
ビ
ル
の

建
ち
は
じ
め
た
市
街

地
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都
市
計
画
事
業
は
二
十
七
年
よ
り
継
続

帯
し
た
の
で
す
。

察
希
薄
に
建
設
さ
れ
た
の
は
、

年
十
月
で
す
。

　
ま
た
、
二
十
九
年
に
崇
高
小
学
校
が

移
転
し
、
そ
の
敷
地
を
交
換
分
合
し

　
　
駅
前
広
場
拡
張
工
事

　
　
都
市
造
り
で
は
、
昭
和

　
　
二
十
七
年
目
日
向
市
の
玄

≡
　
関
口
で
あ
る
駅
前
広
場
の

　
蓮
事
に
着
工
。
た
の

　
　
　
そ
し
て
、
こ
の
拡
張
工

一　

魔
ﾉ
伴
い
日
向
郵
便
局
は

　
重
富
高
小
学
校
講
堂
を
仮

…［

@
局
舎
に
、
日
向
電
報
電
話

　
　
局
は
三
十
年
に
原
町
の
国

　
　
道
ぞ
い
に
、
そ
れ
ぞ
れ
移

　
　
　
　
い
ま
の
郵
便
局
が
警

　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
三

　
て
、
現
在
の
警
察
署
、
生
協
地
域
．
一
体

　
の
区
画
整
理
が
行
な
わ
れ
た
の
で
す
。

。
　
都
市
計
画
事
業

　
　
三
十
一
年
度
か
ら
着
工
し
た
、
東
部

　
士
地
区
画
整
理
事
業
は
、
面
積
、
四
十

　
八
万
三
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
．
事
業
・

　
費
八
千
二
百
四
十
万
円
で
昨
年
度
に
完

　
成
、
つ
づ
い
で
東
部
第
二
土
地
区
画
整

　
理
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
面
積
、

　
七
十
万
六
千
九
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
事

　
業
費
三
億
九
千
四
百
八
十
万
円
で
四
十

　
五
年
度
を
完
成
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

4
　
街
路
事
　
業

　
　
街
路
事
業
で
は
、
草
場
細
島
通
線
が

　
三
十
年
度
か
ら
着
工
し
、
本
年
度
完
成

　
の
予
定
で
す
。
中
央
通
線
に
は
三
十
五

　
年
か
ら
着
工
し
、
今
年
度
に
完
成
し
ま

す
。
・
．
．
・
　
　
「
・
　
．
．
∴
．
　
．
∵
」
∵
∴
．
．
．

　
こ
の
ほ
か
、
国
道
十
号
線
、
塩
見
川

添
の
県
道
細
島
蓄
財
市
通
線
燭
臨
海
工
　

業
地
帯
の
産
業
道
路
、
細
島
停
車
場
仙

ケ
崎
線
な
ど
す
ば
ら
し
い
道
路
が
作
ら
．

れ
て
い
ま
す
。

・
住
　
　
宅

　
住
宅
で
は
、
二
十
八
年
差
江
良
市
営

住
宅
、
三
十
一
年
に
花
ケ
丘
団
地
、
三

十
四
年
木
原
団
地
を
は
じ
め
と
し
て
、

大
原
、
赤
岩
町
新
財
市
の
団
地
な
ど
多

数
の
市
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
．
工
場
．
誘
致

　
土
場
誘
致
で
に
ぎ
わ
し
た
の
は
、
神

武
以
来
の
好
景
気
と
い
わ
れ
た
昭
和
三

十
一
年
、
中
越
パ
ル
プ
、
東
洋
パ
ル

プ
、
東
洋
紡
、
志
村
化
工
な
ど
が
次
々

に
細
島
臨
海
工
業
地
帯
を
有
力
候
補
地

と
し
て
、
現
地
視
察
を
行
な
っ
て
い
た
、

馳
と
き
で
あ
り
ま
す
。
当
時
の
記
録
に
県

下
の
漁
業
者
が
工
場
廃
液
に
恐
れ
て
猛

烈
な
反
対
を
し
た
が
、
地
元
の
漁
業
者
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

は
反
対
し
な
か
っ
た
た
め
県
漁
連
か
ら
．

除
名
処
分
を
受
け
た
こ
と
や
、
東
洋
紡

と
県
漁
民
代
表
と
覚
え
書
き
交
換
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
工
場
誘
致
も
あ
と
一
歩

の
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
不

運
な
こ
と
に
は
、
神
武
景
気
も
長
く
は

つ
づ
か
ず
、
不
況
に
襲
わ
れ
て
実
現
し

な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
・

　
そ
う
し
て
、
景
気
の
徐
々
に
回
復
し

た
昭
和
三
十
五
年
に
は
日
本
畜
産
食
品

，
会
社
（
現
南
日
本
ハ
ム
）
を
誘
致
し
、

つ
づ
い
て
昭
和
三
十
六
年
に
は
電
解
二

酸
化
マ
ン
ガ
ン
工
場
の
鉄
興
社
、
三
十

八
年
に
は
共
和
製
糖
を
軸
と
す
る
甘
味

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
四
十
年
十
二
月
に
は

ヵ
シ
ミ
ロ
ン
セ
ー
タ
ー
の
阪
和
ニ
ッ
ト

な
ど
の
誘
致
に
成
功
し
、
鉄
弓
社
、
共

和
製
糖
は
い
ま
第
二
期
拡
張
工
事
に
手

が
け
て
お
り
、
悲
劇
の
細
島
、
ペ
ン
ペ
ン

草
の
工
業
団
地
と
い
わ
れ
た
臨
海
工
業

地
帯
も
活
気
に
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
す
。

新
産
業
都
市
へ

　
新
産
業
都
市
指
定
獲
得
運
動
は
世
紀

の
陳
情
合
戦
と
も
い
わ
れ
、
本
県
で
．
、

も
、
政
府
が
新
産
業
都
市
法
案
を
国
会

提
出
の
目
途
を
決
め
た
三
十
七
年
一
月

末
頃
か
ら
本
格
的
な
打
合
わ
せ
が
行
な

わ
れ
、
同
年
三
月
一
日
に
は
二
市
一
町

五
村
で
日
向
、
延
岡
地
域
新
産
業
都
市

指
定
促
進
期
成
同
盟
を
結
成
、
二
月
に
」

は
促
進
総
決
起
大
会
を
開
催
、
更
に
細

島
臨
海
工
業
地
帯
ヘ
バ
ス
三
十
台
に
よ

る
パ
レ
…
ド
や
、
十
一
月
七
日
に
は
、

と
き
の
河
野
建
設
大
臣
を
臨
海
工
業
地

帯
第
一
区
に
迎
え
る
な
ど
県
民
一
丸
と

な
っ
て
猛
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
翌
三
十
八
年
七
月
十
二
旧
の

閣
議
決
定
で
、
全
国
六
十
余
の
都
市
の

中
か
ら
日
向
、
延
岡
地
区
が
新
産
業
都

市
全
国
十
三
地
区
の
一
つ
と
し
て
内
定

し
、
三
十
九
年
一
月
三
十
日
に
本
指
定

を
み
た
の
で
あ
り
ま
す
。
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私
億
、

世界の願い交通安全

交
通
事
故
の
死
亡
者
．

　
　
　
五
ケ
月
間
に
、
四
．
千
人

　
　
　
　
春
の
交
通
安
全
運
動
5
月
1
1
日
差
ら

　
交
通
事
故
！
小
型

乗
用
車
と
ダ
ン
プ
カ

ー
が
衝
突
、
二
名
死

傷
、
国
道
で
幼
児
ト

　
ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら
れ

・
即
死
…
・
…
。
こ
ん
な

　
記
事
が
毎
日
の
よ
う

　
に
新
聞
、
テ
レ
ビ
に

報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
．
昨
年
、
日
向
警
察

　
署
管
内
に
お
け
る
交

通
事
故
は
、
死
者
十

－
二
人
、
負
傷
者
三
百

十
一
人
と
一
昨
年
に

　
、

比
べ
る
と
七
十
二
人
も
増
え
て
い
ま
・

す
。　

こ
の
よ
う
に
毎
年
交
通
事
故
が
多
発

す
る
と
、
ま
も
な
く
自
分
の
身
の
ま
わ

り
に
交
通
事
故
の
被
害
者
を
も
た
な
い

人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
こ
と
に
恐
ろ
し

い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
交
通
事
故
は

全
国
で
起
こ
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に

毎
日
多
発
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
わ
た
し
た
ち
は
自
分
に
関
係
な
い

こ
と
と
考
え
や
す
い
も
の
で
す
。
だ

が
、
も
し
一
日
目
事
故
が
一
度
に
起
き

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
ゆ
あ
の
悲
惨
な
飛

行
機
事
故
と
尉
じ
よ
う
に
、
社
会
に
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ド
∵
＼
．

　
　
　
9
で
・
」
謁
’
、
‘
嘗

，
灘
講
書
報
斗
癒
屡
傭
ツ
が
鰯
◎
ゼ
茎
暴
愚
毒
薮
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

’
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
市
税
、
農
業
共
済
掛
金
、
国
民
年
金

　
税
金
、
掛
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
日

頃
大
変
ご
．
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
ま
だ
未
納
の
方
も
相
当
あ
り
ま

す
。　

市
で
は
出
納
閉
鎖
期
（
五
月
三
十
一

日
）
を
目
途
に
三
月
三
十
一
日
の
締
切

を
延
長
し
、
・
滞
納
者
に
つ
い
て
目
下
強

制
執
行
を
続
行
中
で
す
が
、
事
前
に
納

入
さ
れ
ま
す
よ
う
特
段
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
一
年
度
分
も
既
に

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
軽

自
動
車
税
の
第
一
期
分
の
納
期
が
、
四

月
末
日
で
し
た
の
で
未
納
の
方
ば
早
目

に
納
入
方
願
い
ま
す
。

　
な
お
農
業
共
済
掛
金
に
つ
い
て
は
、

既
に
完
納
さ
れ
た
方
に
対
す
る
保
険
金

の
支
給
が
で
き
な
い
こ
と
、
国
民
年
金

に
つ
い
て
は
、
失
効
な
ど
が
発
生
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
一
・
度
確
認
．

さ
れ
て
早
期
納
入
下
さ
い
。

傷
い
軍
人
の
方
へ
お
知
ら
せ

　
無
賃
桑
車
引
換
証
の
請
求
は
早
め
に

　
国
鉄
無
貫
乗
車
券
引
換
証
を
ま
だ
請

求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
目
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
緊
急
に
国
鉄
を
利
用

さ
れ
る
よ
う
な
時
で
も
使
用
期
間
前
幽

週
間
以
上
な
い
と
交
付
を
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
、
早
め
に
請
求
さ
れ
る
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

麦
の
損
害
評
価
日
程
と

　
　
　
　
　
　
損
害
評
価
員
が
決
ま
り
ま
し
た

評
価
員
が
持
っ
て
お
り
ま
す
。
野
帳
は

雨
に
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

で
お
お
っ
て
、
三
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の

竹
棒
に
立
て
て
く
だ
さ
い
。

損
害
評
価
日
程
は
次
の
と
お
σ
で
す

　
官
選
地
区
　
5
月
量
目
～
ゐ
日

き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
に
違
い
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
交
通
事
故
に
よ
る
悲
惨
な

犠
牲
者
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
か
ら
、
今
年
も
「
審
の
交

通
安
全
運
動
」
が
五
月
十
一
日
か
ら
二

十
日
ま
で
の
十
日
間
、
全
国
一
斉
に
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
正
し
い
交
通
規
則

を
填
め
、
犠
牲
者
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
常
に

心
が
け
、
ま
た
お
互
い
に
注
意
し
合

い
、
交
通
事
故
の
防
止
に
全
力
を
注
い
．

で
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
町
に
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

・

春
の
運
動
の
重
点
目
標

　
。
歩
行
者
の
安
全
な
横
断
の
確
保

歩
行
者
に
対
し
て

　
．
一
馬
正
し
い
横
断
の
励
行

　
　
二
、
歩
行
者
自
身
の
自
覚
と
心
構
の

　
　
ロ

　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
’
眠
、
」

　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

　
　
　
　
　
酵
庵
畿
爾
志
毒
擁
燭
、

r
、
嚇塩

見
地
区

財
光
寺
地
区

本
郷
地
区

枝
郷
地
区

岩
脇
地
区

美
々
津
地
区

5
月
1
8
日
～
⑳
日

5
月
2
1
日
目
朔
日

5
月
⑳
日
～
盟
日

5
月
2
1
日
～
差
日

5
月
2
0
日
～
二
日

5
月
2
1
日
目
路
日

　
四
十
一
年
度
玄
麦
の
損
害
評
価
日
程

が
、
評
価
員
会
で
次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

　
被
害
を
受
け
て
い
る
田
畑
は
、
評
価

日
の
前
日
に
損
害
評
価
野
帳
を
立
て
て

く
だ
さ
い
。
野
帳
用
紙
は
各
部
落
損
害

損
害
評
価
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
　
（
）
内
は
出
身
区
名
で
す
。

申
村
勝
義
（
中
原
）
松
木
幸
之
助
（
広

見
草
場
）
鈴
木
行
雄
（
本
谷
）
長
曾
我

部
長
男
（
西
川
内
）
山
本
岩
夫
（
新
財

市
）
麻
田
寛
（
中
村
）
鈴
本
昇
●
（
奥

野
）
黒
木
武
雄
（
永
田
）
黒
木
五
郎
市

（
山
下
）
黒
木
利
夫
（
比
良
V
森
沢
源

吉
（
往
還
）
土
井
政
（
松
原
）
井
上
忠

一
（
切
島
山
）
内
山
茂
光
（
原
町
）
柏

田
正
美
（
江
良
）
三
樹
市
治
（
曾
根
）

山
本
栄
市
（
堀
一
方
）
牧
野
弁
治
（
三

浦
）
原
田
利
」
　
（
亀
崎
中
、
南
、
東
、

北
）
黒
木
野
墓
（
担
手
）
日
高
満
（
梶
木
）

「黒

ﾘ
武
夫
（
秋
留
）
児
玉
健
治
（
中
野
）

・
　
確
立

車
に
対
し
て

　
一
、
交
差
点
に
お
け
る
歩
行
者
保
護

　
　
の
徹
底

　
二
、
子
ど
も
に
対
す
る
保
護
の
徹
底

　
三
、
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優

　
　
先
の
徹
底

・
自
転
車
乗
り
の
交
通
ル
ー
ル
の
確
立

　
一
、
正
し
い
の
り
方
の
徹
底

　
二
、
自
転
車
の
整
備

。
自
動
車
の
適
正
な
運
行
管
理
お
よ
び

　
安
全
運
転
管
理
の
確
立
　
　
　
，

　
一
、
交
通
事
故
防
止
に
対
す
る
内
部

　
　
体
制
を
事
業
所
ご
と
に
整
備
す
る

。
車
楠
の
安
全
整
備
の
励
行

。
道
路
交
通
環
境
の
整
備
改
善

　
写
真
は
横
断
歩
道
の
訓
練
を
熱
心
に

　
す
る
よ
い
子
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
小
に
て
㌦

→

○’

．

黒
本
恵
（
曙
）
松
葉
留
雄
（
本
宮
）
児
玉
又

三
郎
（
笹
野
）
甲
斐
弘
美
（
金
ケ
浜
V

溝
口
竹
雄
（
籾
木
）
松
葉
岩
治
（
二
毛
）

甲
斐
貢
（
幸
脇
）
黒
木
千
一
（
飯
谷
）

黒
木
雄
四
郎
（
落
鹿
〉
黒
木
万
栄
（
高
‘

松
一
）
増
田
義
雄
（
高
松
二
）
橋
口
彦

助
（
宮
ノ
下
）
黒
木
忠
男
（
田
ノ
原
）

黒
木
富
直
立
（
豊
島
）
黒
木
勇
作
（
別

府
）
黒
本
菊
夫
（
蚕
繭
評
価
員
）

伝
染
病
の
発
生
時
期
で
す

　
お
互
い
に
十
分
注
意
し
ま
し
よ
う

　
伝
染
病
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
事
項
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

一、

¥
飲
暴
食
を
や
め
ま
し
ょ
う

二
、
食
前
は
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

三
、
身
体
の
調
子
が
悪
い
と
き
は
、
自

　
分
で
判
断
せ
ず
、
早
め
に
医
師
の
診

　
断
を
う
け
ま
し
ょ
う

四
塚
霧
鴨
馴
染
議
鶴

　
消
毒
を
行
な
い
ま
し
ょ
う

．
‘

．
「
．

、

亙

、
翌 ・

〉
匹
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ワ

　
：
一

♂

　写真は上から建設費1．585万円をかけて完成した日向中学校

体育館と、4月16日全生徒1．250人と関係者、来賓100名を収容

して盛大に行なわれた落成式。

　富高川、．河川改修工事のため、家屋の解体工事の始まった高

見橋附近。　　　　　．　　　　　　　　　　　・

　41年匿の日向市優良児に選ばれた、右から1位の奥山真至ち

ゃん（堀で方父秀男さん）、2位の西田裕子ちゃん　（梶木父導

生さん）、2位の渉木逸啓ちゃん（美砂父康雄さん）、5位の

横山美幸ちゃん（東草場父全行さん）、5位の近藤洋子ちゃん

（本町父紀一さん）5位の宮脇洋二ちゃん（庄手父実さん）

、
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181615

日日日

水月日

⑳
日
　
金

よみこの5月

区
長
総
会

　
　
　
　
　
り

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

県
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

仔
豚
セ
リ
市

家
庭
．
の
日

市
議
会
全
員
協
議
会

学
校
教
育
統
計
説
明
会

保
安
講
習
会
1
9
日
ま
で

果
樹
振
興
会

仔
牛
品
評
会

交
通
安
全
協
会
日
向
支
部

総
会

日
本
体
操
祭
日
向
支
部

大
会

防
火
管
理
者
講
習
会
・

定
例
農
業
委
員
会

日
向
市
国
民
年
金
委
員
会

第
2
0
回
県
民
体
育
大
会

仔
豚
セ
リ
市
．

仔
牛
郡
品
評
会

、

も
れ
な
く
受

　
　
　
　
’

け
よ
う

閨
x

三
才
児
の
健
．
康
診
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
三
才
児
は
幼
児
期
の
最
も
重
要
な
時

期
に
当
る
の
で
、
こ
の
た
び
市
内
各
医

師
の
ご
協
力
を
得
て
、
健
康
診
査
を
次

の
日
程
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
三
才
児

の
お
子
さ
ん
が
お
ら
れ
る
方
は
、
ζ
の

機
会
に
ぜ
ひ
診
査
を
受
け
て
、
健
康
に

育
て
て
く
だ
さ
い
。

一、

Y
当
者
…
…
診
査
日
で
三
才
か
ら

　
四
才
未
満
の
子
ど
も

二
、
料
金
…
…
無
料

三
、
日
時
、
場
所

　
日
向
保
健
所
　
5
月
1
9
日
富
高
地
区

　
日
向
保
健
所
　
5
月
四
日
日
知
屋
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
見
〃

　
組
島
幼
稚
園
　
5
月
⑳
日
細
島
〃

　
美
々
津
支
所
5
月
ゐ
日
美
々
津
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
脇
　
〃

日
向
保
健
所
　
5
月
％
日
岩
脇
　
〃
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
光
寺
〃

　
　
防
火
管
理
者
講
習
会

　
　
　
　
申
込
み
は
消
防
本
部
へ
、

　
日
向
市
消
防
本
部
で
は
、
五
月
二
十

四
、
二
十
五
日
の
二
日
間
、
市
役
所
講
堂

で
防
火
管
理
者
講
習
会
を
行
な
い
ま
す

　
収
容
人
員
五
十
人
以
上
の
建
物
う
事

　
　
　
　
ゆ

務
所
、
映
画
館
、
パ
チ
ン
コ
店
な
ど

で
、
防
火
管
理
有
資
格
者
の
い
な
い
と

こ
ろ
は
も
ち
ろ
ん
受
講
し
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
」
五
十
人
以
下
の
収
容
施
設
の

と
こ
ろ
で
も
、
で
き
る
だ
廿
多
数
受
講

さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
込
み
用
紙
は
消
防
本
部
に

、
あ
り
ま
す
。

・
ね
た
く
し
た
ち
の
市
民

　
　
　
、

憲
章
を
守
り
ま
し
ょ
う

一、

�
№
ﾌ
時
間
を
正
し
く
守
り
ま

　
し
ょ
う
。

．
一
、
公
共
の
物
を
た
い
せ
つ
に
し
ま

　
し
ょ
う
。

一、

ｳ
養
を
高
め
、
ひ
ろ
く
人
材
を

　
育
て
ま
し
ょ
う
。

一、

ﾏ
極
進
取
の
意
気
を
も
つ
で
働

　
き
ま
し
ょ
う
。

　
農
勉
買
収
報
償
金
の

　
　
　
請
求
は
早
め
に

　
農
地
買
収
報
償
金
の
請
求
期
限
は
、

昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
」
で
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
内
の
該
当
者
の

う
ち
三
百
国
名
の
未
請
求
者
が
あ
り
ま

す
、
市
で
は
、
て
の
受
付
事
務
を
十
月

末
日
ま
で
で
終
り
、
そ
の
後
は
残
務
整

理
を
し
て
完
全
処
理
い
た
し
た
い
と
計

画
し
て
い
ま
す
の
で
早
目
に
請
求
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
請
求
は
本
人

に
よ
っ
て
行
な
う
よ
う
定
め
て
あ
り
ま

す
、
も
し
、
請
求
の
意
志
の
無
い
人
は

そ
の
旨
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
事
務

処
理
上
幸
い
と
思
い
ま
す
コ

正
し
い
選
挙
で

・．

亙　　」’　．．”．し’．　一　　’、・’雛

　昭和元年9月四種郵便物

明
る
い
政
治

翌
日
　
炉

辺
日

日

騨
「

三
層

28262524

日日日日

土木水火

31

冝
@
蛮

人ロ（5月1日現在）

男　　　21．070人

　　（前月より48人の増）

女22．946人
　（前月より145人の増）

計44．016人
　（前月より196人の増）

世帯数10．888

．（増　91）

μ

　
毒

r

〆

　　　　　　　　　　婦人会だより

7　　　婦人会員のみなさんは、毎日の忙しい仕事の申にも、母親と

　　　して妻として、社会人としての恥かしくない教養を身につける

　　　ために、ヌた、よき生活をするために、地域社会の発展のため

　　　に婦人会活動に学習に励んでおられることと思います。

　　　　市婦人連絡協議会でも、次のように年間行事計画を立てまし

　　　た。今後はこの計画にそって婦人会活動を続けたいと思います

’　　ので、ご協力のほどよろしくお顎いいたします。．

　　　　なお、今年度かち高見僑地区婦人会のみなさんが市婦協に加

　　　入していただきましたので申しそえます。

．
♂
　
　
　
．
ひ

日向市撮協41年度年間行事計画

月 一　　　行　　　　　　　　　　事

4

役員会｛予算編成）理事会（予算編成）部落会長会・（予算編成）家庭の日の行事指導者研修会の内容について

5

　一　　　一　　　『
搦哩�@　　　指導者研修会（各地区綜合）
ﾆ庭の臼と食生活について（打合）日本体操祭参加について　　　　　　　　’

6 一理事会市議会傍聴明正選挙推進
H生活と健康について．（実施）　　　・

7

日赤奉仕団講演会参加環境衛生（蚊、はえの駆除）

搦哩

8

理事会
ﾄ季研修会（講演、話し合い研修）
@　　　　　ラジオ番組協力内容を決定する
V生活運動盆行事について

9
理事会．老人ホーム慰問総会（婦人の主張発表予選）

10
理事会

A九州大会参加　　街頭募金十五夜祭の行事

11』 理事会’
ｧ婦協の主張発表大会

12 理事会　　　　　　　　’　　　　　一・
ﾋ末助け合い運動

・
　
．
■

ナ
　
・

層
　
、
．
4
ρ

’
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五
月
も

上
旬
ご
ろ

か
ら
は
雨

の
多
い
日
・

が
多
く
な

り
、
時
に

は
つ
ゆ
の

は
し
り
の

よ
う
な
天

候
が
つ
づ

く
も
の
で
す
。

．
・
そ
し
て
六
月
の
上
旬
に
は
本
格
的
な

梅
雨
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
わ
が
家
の
不
備
な
と
こ
ろ
を

よ
く
調
べ
、
雨
も
り
な
ど
の
な
い
よ
う

に
修
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
家
の
周
囲
の
水
ば
け
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。
雨
が
床
下
な
ど
に
流
れ
こ
む
こ

と
の
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
ぐ
だ
さ

い
。

　
蚊
や
ハ
ヱ
の
発
生
予
防
も
、
、
．
五
月
上

旬
の
い
ま
が
一
番
効
果
的
な
時
で
す
。

ゴ
ミ
箱
や
下
水
な
ど
に
は
殺
虫
剤
と
消

毒
剤
を
ま
ぜ
て
散
布
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
殺
虫
剤
を
い
く
ら
散
布
し
て
も

消
毒
剤
の
か
わ
り
に
は
な
り
ま
せ
ん

し
、
消
毒
剤
だ
け
で
殺
虫
剤
の
か
わ
り

を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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